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市の人口と予算

市
で
は
、
市
民
に
役
立
つ
市

役
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
一

環
と
し
て
、
四
月
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
活
動
の
場
を
拡
充

で
き
る
よ
う
に
、
公
民
館
な
ど

公
共
施
設
の
一
部
を
通
年
開
館

（
別
表
参
照
）
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
十
月
か
ら
は
、
現
在
、

試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
図
書

館
の
夜
間
開
館
時
間
（
木
･
金

曜
の
十
九
時
ま
で
）
を
、
さ
ら

に
延
長
す
る
予
定
で
す
。

□問
各
公
共
施
設
（
別
表
参
照
）

10
月
か
ら
い
つ
で
も
公
共
施

設
の
利
用
予
約
が
可
能
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事

務
処
理
の
効
率
化
を
目
的
と
し

て
、
十
月
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
活
用
し

て
、
公
共
施
設
の
利
用
予
約
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
各
家
庭

や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
、
市
内
の
公
共
施
設
に
設
置

予
定
の
キ
ヨ
ス
ク
端
末
な
ど
か

ら
、
①
各
公
共
施
設
の
抽
選
申

し
込
み
や
予
約
が
で
き
る
②
各

公
共
施
設
の
空
き
状
況
の
照
会

が
で
き
る
③
各
種
講
座
な
ど
の

申
し
込
み
が
で
き
る

―
な
ど

で
す
。

な
お
、
施
設
予
約
が
で
き
る

対
象
と
な
る
施
設
は
、
体
育
館

や
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
市
内

柔
道
場
、
各
福
祉
会
館
、
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

市
で
は
、
県
内
で
初
め
て
発

行
し
、
好
評
を
得
た
ミ
ニ
市
場

公
募
債
「
愛
郷
債
」
を
、
こ
と

し
も
五
月
に
発
行
し
ま
す
。

今
回
の
愛
郷
債
は
、
公
園
整

備
・
地
方
道
路
の
新
設
・
義
務

教
育
施
設
整
備
の
各
事
業
の
資

金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
な
た
も
、
愛
郷
債

を
購
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
発
行
時
期
＝
５
月
下
旬
▽

対
象
事
業
＝
道
路
整
備
事
業
、

義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
な
ど

▽
発
行
規
模
＝
２
億
５
千
万
円

▽
利
率
＝
確
定
利
率
（「
広
報

な
が
れ
や
ま
」
４
月
15
日
号
に

掲
載
）
▽
償
還
期
限
＝
５
年
満

期
一
括
償
還
▽
利
払
い
回
数
＝

年
２
回
（
９
・
３
月
）
▽
購
入

価
格
＝
10
万
円
以
上
１
０
０
万

円
以
内
（
10
万
円
単
位
）
▽
形

式
＝
本
券
発
行
▽
券
面
の
種

類
＝
10
万
円
券
の
み
▽
応
募
資

格
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
▽
取
扱
金
融
機
関
＝
市
内
の

千
葉
銀
行
各
支
店
お
よ
び
南
柏

支
店
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
は

「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
４
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

□問
財
政
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
１

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
各
公
民
館
・

南
流
山
セ
ン
タ
ー
、文
化
会
館
、

森
の
図
書
館
、
博
物
館
、
杜
の

ア
ト
リ
エ
黎
明
、
一
茶
双
樹
記

念
館
、げ
ん
き
村
の
予
定
で
す
。

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
８

※
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
現
在
議
会
で
審
議
中

で
す

【人口・世帯】〈3月1日現在〉
合計＝152,018人 （＋77）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,346人 （＋27）
女 ＝ 76,672人 （＋50）
世帯＝ 56,328世帯（＋57）
【予算】〈3月1日現在〉
一 般 会 計＝39,333,407千円
特別・企業会計＝37,746,686千円

「家庭ごみの正しい分け方・出し方」のパンフレットは、3月16日朝刊（朝日・産経・東京・
日経・毎日・読売）の新聞折り込みで配布します□問清掃事務所�７１５７－７４１１　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
も
準
備
中

「分かりやすく親しみのもて
る広報紙」を目指し、4月1日号
から、新しい連載コーナーを設
けるなど、紙面の一部を変更し
ます。
1日号には、本市と関わりのあ

る新選組のエピソードなどを紹
介する「新選組と流山」のコー
ナーを連載します。

これまで1日号で掲載していた
「市民文芸」は、15日号に掲載し
ます。また、15日号に掲載して
いた「医療の現場から」と「く
らしのひとくちメモ」は1日号に
掲載します。
なお、これまでの「ほん」・

「学校だより」のコーナーは、終
了します。
□問秘書広報課�7150－6063

「広報ながれやま」4月
から紙面の一部を刷新

手
作
り
音
楽
祭
「
第
一
回
流
山
ヤ
ン
グ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
二
月
二
十
一
日
（
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
部
門
）、
二
十
二
日
（
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク

部
門
）
に
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
作
り
や
協
賛
金
集

め
な
ど
、
運
営
は
す
べ
て
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
も

の
。
当
日
の
受
け
付
け
や
司
会

な
ど
も
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
も
若
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
演
奏

の
場
の
提
供
な
ど
を
協
力
し
て

き
ま
し
た
。

二
月
十
四
日
と
二
十
一

日
に
、
市
長
と
市
民
の
皆

さ
ん
が
直
接
話
し
合
う
場

と
な
っ
て
い
る
「
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
四
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
市
役
所

に
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢

の
方
ま
で
約
百
人
が
参
加
。

「
お
年
よ
り
の
た
め
に
流
山

を
も
っ
と
住
み
や
す
い
町

に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ち
に
出
掛
け
調
査
･
取

材
を
重
ね
て
き
た
流
山
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
二

チ
ー
ム
が
調
査
結
果
を
発

表
。
こ
の
発
表
に
会
場
の

皆
さ
ん
か
ら
、
温
か
い
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

公民館で好きな手芸を学ぶ皆さん

　4月から通年開館となる公共施設と変更内容の一覧 
サービス内容 

施設名 
休　館　日 開　館　時　間 

問い合わせ先 
現　行 4月から 現　行 4月から 

各公民館、南流山センター 

文化会館（大ホール） 

福祉会館（全14館） 

老人福祉センター 

月曜（祝日の場合は翌日休館）、 
年末年始 年末年始 

月曜、祝日、年末年始 年末年始 

月曜、祝日、年末年始 年末年始 

日曜、祝日、年末年始 年末年始 

9時～21時 

9時～21時 

9時～21時 

9時～16時30分 

変更なし 

9時～22時 

9時～22時 

8時30分～17時 

文化会館 
7158－3462

社会福祉課 
7150－6079
老人福祉センター 
7152－2373

市
で
は
、「
第
二
回
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
流
山
市
観
光
協

会
協
賛
）
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
三
つ
の
部
門
別
で
開
催
。

個
人
の
庭
や
生
け
垣
、
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
の
花
壇
な
ど
幅
広
く
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

各
部
門
の
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副

賞
と
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
券
な
ど

を
贈
呈
。
ま
た
、
写
真
で
応
募
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
の
方

ま
た
は
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
団
体

（
学
校
や
事
業
所
な
ど
）

【
募
集
部
門
】

①
ガ
ー
デ
ン
部

門
（
個
人
対
象
）
…
庭
・
生
け
垣
な

ど
概
ね
３
�
以
上
の
緑
化
②
ポ
ケ
ッ

ト
ガ
ー
デ
ン
部
門
（
個
人
対
象
）
…

寄
せ
植
え
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
門
周
り
な

ど
約
３
�
以
下
の
緑
化
③
団
体
部
門

…
自
治
会
や
事
業
所
、
学
校
、
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
よ
る
緑
化

【
募
集
期
間
／
応
募
方
法
】

５

月
14
日
ま
で
／
写
真
に
応
募
票
（
①

応
募
部
門
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③

住
所
④
電
話
番
号
⑤
植
え
て
あ
る
主

な
植
物
名
⑥
自
分
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
一
言
⑦
撮
影
日
を
明
記
）

を
添
付
し
、
〒
２
７
０
｜
０
１
９
２

流
山
市
役
所
公
園
緑
地
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

【
写
真
規
格
】

平
成
16
年
１
月

１
日
以
降
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
２

Ｌ
判
以
上
Ａ
４
判
以
下
（
Ａ
４
判
に

収
ま
る
サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば
複
数
写
真

の
組
み
合
わ
せ
可
）

【
審
査
方
法
】

応
募
作
品
を
５

月
31
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
市
役
所

に
展
示
し
、
来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
投
票
で
各
賞
を
決
定

【
そ
の
他
】

応
募
写
真
の
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
。
な
お
、
応
募
写

真
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
※

写
真
撮
影
が
困
難
な
場
合
に
は
公
園

緑
地
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６

０
９
２

～副賞にはフラワーギフト券など～ 

作品を募集 第2回ガーデニ 
ングコンテスト 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

5
月
に
発
行

ミ
ニ
市
場
公
 

募
債
「
愛
郷
債
」
 



平成16年３月15日（月曜日） （２）第１０６２号

議
会
の
冒
頭
、
市
長
は
平
成
十
六
年
度
に
向
け
た
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
な
施
策
、
基
本
構
想
の
五
つ

の
施
策
項
目
に
基
づ
い
た
主
要
事
業
お
よ
び
新
規
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

工事が進む「流山おおたかの森駅」
周辺

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

主
　
な
　
事
　
業

可
能
性
を
引
き
出
す
街
づ
く
り
の
推
進

便
利
で
役
立
つ
行
政
の
確
立

関
連
す
る
沿
線
整
備
事
業
、
さ

ら
に
、
常
磐
道
流
山
イ
ン
タ
ー

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た

新
川
耕
地
の
有
効
活
用
に
全
力

投
球
し
て
い
く
一
年
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
流
山
の
可
能
性
を
引
き
出

す
街
づ
く
り
」
を
適
確
に
効
率

良
く
成
し
遂
げ
る
た
め
、
企
画

部
内
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
を

昨
年
十
月
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
四
月
か
ら
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
課
に
昇
格
さ
せ
、
流
山
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築

し
た
上
で
、
日
本
お
よ
び
国
際

的
社
会
経
済
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、
企
業
・
学
術
研
究
機

関
を
は
じ
め
、
国
際
化
に
対
応

し
た
機
能
や
機
関
、
個
性
的
な

教
育
機
関
等
の
誘
致
活
動
を
本

格
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た

同
時
に
、
経
済
環
境
部
を
「
環

運
営
の
確
立
の
た
め
に
は
、
行

政
が
レ
ー
ル
を
敷
い
た
市
民
参

加
か
ら
主
体
的
な
市
民
の
参
画

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

十
五
万
二
千
市
民
が
よ
り
快

適
に
安
心
し
て
安
全
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
の
皆
さ
ま
と
協
働
し

な
が
ら
、
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
税
収
に
対
す
る
人
件

費
率
を
抑
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
市
民
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ま
の
協
力

に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
役

所
づ
く
り
を
目
指
し
、
民
間
活

力
を
活
用
し
た
行
政
と
市
民
に

よ
る
協
働
の
街
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
市
民

活
動
の
場
の
提
供
を
拡
充
す
る

た
め
、
公
民
館
、
福
祉
会
館
等

本
計
画
」
を
十
六
年
度
と
十
七

年
度
の
二
カ
年
で
策
定
し
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
緑
豊
か
な
環
境

の
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

総
合
運
動
公
園
の
ト
イ
レ
を
改

修
し
、
利
便
性
の
向
上
と
快
適

性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

地
域
特
性
に
合
っ
た
良
好
な

市
街
地
整
備

運
河
駅
東
側
周
辺
地
区
で
、

安
全
性
と
快
適
性
を
兼
ね
備

え
た
河
川
・
排
水
路
整
備

南
流
山
地
域
の
浸
水
被
害
を

解
消
す
る
た
め
、
準
用
河
川
神

明
堀
の
河
道
改
修
工
事
を
進
め

る
と
と
も
に
、
大
堀
川
三
号
雨

水
幹
線
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。水

需
要
に
応
じ
た
水
道
事
業

市 議 会
第1回定例会

施
政
方
針
と
主
な
事
業

施
政
方
針
と
主
な
事
業 

施
政
方
針
と
主
な
事
業 

さまざまな市民活動の場を提供
する公民館

交通渋滞が絶えない「流山橋」
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少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

う
社
会
経
済
構
造
の
変
化
や
景

気
停
滞
の
中
で
、
本
市
を
は
じ

め
各
地
方
公
共
団
体
は
厳
し
い

行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
に
よ
る

何
も
か
も
満
遍
な
く
と
い
う
概

念
か
ら
、
市
民
と
市
の
発
展
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
を
い
か
に
選
択
し
、
解
決
策

を
引
き
出
す
た
め
に
資
源
の
集

中
的
投
入
を
ど
の
よ
う
に
行
う

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
後
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
開
業
・
街
開
き
を
前

に
、
流
山
市
は
今
、
大
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時

期
に
、
本
市
の
財
政
を
よ
り
健

全
な
も
の
と
し
、
流
山
の
発
展

の
た
め
議
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
覚

悟
で
す
。

流
山
市
の
可
能
性
を
引
き
出

す
街
づ
く
り

平
成
十
六
年
度
は
、第
一
に
、

本
市
の
持
つ
可
能
性
を
限
り
な

く
引
き
出
す
た
め
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
と
こ
れ
に

境
部
」
と
「
経
済
部
」
に
分
離

拡
充
し
、
経
済
部
に
企
業
誘
致

セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な

ど
、
組
織
体
制
を
固
め
て
い
き

ま
す
。こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、

市
民
の
希
望
と
夢
を
着
実
に
現

実
の
も
の
と
し
、
財
政
基
盤
の

確
立
と
本
市
発
展
の
布
石
を
打

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

１
円
ま
で
活
か
す
市
政
、
市

民
に
便
利
で
役
立
つ
行
政
運
営

第
二
に
、
選
挙
公
約
の
一
つ

の
「
１
円
ま
で
活
か
す
市
政
」、

換
言
す
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い

市
政
運
営
、
市
民
に
役
立
つ
行

政
運
営
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
公
約
実
現
に
は
、
徹
底

し
た
情
報
公
開
と
行
財
政
改
革

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
第

一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
昨
年
十

一
月
に
は
議
員
各
位
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、「
行
財
政
改
革

審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
、
十
五
人
の
委
員
の
皆
さ

ま
に
は
熱
心
に
議
論
を
い
た
だ

き
、
流
山
の
行
財
政
改
革
の
方

向
性
を
模
索
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
十
六
年
度

の
上
半
期
ま
で
に
、
こ
の
審
議

会
か
ら
仮
称
・
新
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
に
対
す
る
答
申
を
い
た

だ
き
、
市
民
に
便
利
で
役
立
つ

流
山
市
行
政
確
立
の
た
め
の
改

革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
役
立
つ
行
政

整
備
・
開
発
と
自
然
環
境
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
流
山

生
態
系
に
配
慮
し
た
公
園
・

緑
地
・
水
辺
等
空
間
の
整
備
・

管
理公

園
緑
地
の
都
市
施
設
整
備

の
ほ
か
、道
路
や
河
川
の
緑
化
、

民
有
地
の
緑
地
保
全
な
ど
、
緑

化
全
般
の
総
合
計
画
「
緑
の
基

の
年
末
年
始
以
外
の
通
年
開

館
、
図
書
館
の
夜
間
開
館
の
延

長
等
を
具
体
化
し
ま
す
。ま
た
、

借
り
よ
う
と
す
る
施
設
ま
で
来

る
こ
と
な
く
、
公
共
施
設
や
講

座
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
予

約
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
、
い
つ
で

も
ど
こ
か
ら
で
も
予
約
で
き
る

携
帯
電
話
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
市
民
に
便
利
で

使
い
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
、
事
業
展
開

は
下
期
事
業
計
画
策
定
の
中
で

平
成
十
六
年
度
は
、
総
合
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
前
期
基

本
計
画
の
上
期
事
業
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
今
後

五
年
間
の
市
政
運
営
の
指
針
と

な
る
「
下
期
事
業
計
画
」
の
策

定
年
度
で
す
。
そ
こ
で
、
今
後

の
行
政
展
開
の
基
本
的
な
方

向
、
個
別
の
施
策
・
事
業
展
開

に
つ
い
て
は
、
本
年
秋
ま
で
に

素
案
を
固
め
る
下
期
五
カ
年
事

業
計
画
策
定
の
中
で
、
市
民
、

議
会
の
意
向
を
充
分
踏
ま
え
、

全
職
員
の
英
知
を
集
め
て
庁
内

的
に
策
定
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

駅
東
口
の
開
設
に
併
せ
て
計
画

的
な
街
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

区
画
整
理
事
業
の
可
能
性
も
含

め
た
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。個

性
あ
る
公
共
空
間
・
歴
史

環
境
の
形
成
と
保
全

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
方

針
で
あ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
十
六
年
度
の
四
カ
年
で

策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
本
年

度
は
協
働
素
案
を
公
表
し
、
広

く
意
見
を
収
集
し
な
が
ら
計
画

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
・
生
活
環
境
に
配

慮
し
た
道
路
整
備

流
山
橋
の
渋
滞
を
解
消
す
る

た
め
、
江
戸
川
新
橋
の
建
設
促

進
に
向
け
て
さ
ら
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
と
武
蔵
野
線
と
の

結
節
駅
の
南
流
山
駅
前
南
北
広

場
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
を

考
慮
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

の
展
開

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

地
域
を
含
め
た
四
カ
所
の
浄
水

場
を
集
中
管
理
す
る
た
め
、
沿

線
地
区
内
に
新
規
浄
水
場
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
水
道
局
新

庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

利
便
性
と
快
適
性
を
重
視
し

た
公
共
交
通
機
関
の
整
備
充
実

市
民
の
足
と
市
内
交
通
機
関

の
確
保
を
図
り
、
利
便
性
の
向

上
の
た
め
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
開
業
後
の
バ
ス
交
通
体
系

の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
東
武
野

田
線
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
相
互
乗

り
換
え
が
で
き
る
よ
う
に
自
由

通
路
な
ど
、
駅
設
置
事
業
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
初
石
駅
を
利
用
す
る

障
害
者
を
含
む
市
民
の
利
便

性
、
衛
生
状
況
の
改
善
を
図
る

た
め
、
初
石
駅
ト
イ
レ
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
流
山

環
境
共
生
社
会
を
目
指
す
廃

棄
物
循
環
型
都
市
づ
く
り

市
民
か
ら
要
望
の
多
い
家
庭

系
ご
み
の
祝
日
収
集
を
実
施

し
、
地
域
に
お
け
る
収
集
日
の

是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般

廃
棄
物
の
排
出
量
を
平
均
化
す

る
こ
と
で
安
定
し
た
施
設
運
営

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
合
わ
せ

て
、地
域
融
和
施
設
を
整
備
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
お
よ

び
市
民
の
健
康
増
進
の
場
の
提

供
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
地
域
融
和
施
設
に
つ

い
て
は
、
建
設
計
画
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
提
案
）
方
式
で
設
計
者
を
選

定
し
、
現
在
、
そ
の
設
計
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
公
設
公
営
の
当
該
施
設

の
竣
工
は
、
平
成
十
七
年
度
初

頭
の
予
定
で
す
。

日
常
生
活
で
の
安
全
性
と
快

適
性
の
確
保

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

通
に
合
わ
せ
、
沿
線
の
市
内
三

駅
周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車

の
防
止
と
駅
周
辺
の
交
通
安
全

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
沿
線

の
自
転
車
駐
車
場
設
置
に
着
手

し
て
い
き
ま
す
。

自
然
災
害
･
都
市
災
害
へ
の

備
え
と
予
防

消
防
本
部
庁
舎
の
安
全
確
保

の
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

学
び
、
受
け
継
が
れ
、
進
展

す
る
流
山

個
性
を
生
か
す
教
育
環
境
の

基
盤
充
実

引
き
続
き
小
・
中
学
校
の
耐

震
診
断
の
前
倒
し
と
改
修
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

選
択
教
科
の
拡
大
や
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
部
活
動
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
教
員
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
教
員
免
許

状
を
持
っ
た
若
い
方
を
学
校
サ

ポ
ー
ト
教
員
と
し
て
配
置
し
て

い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

も
が
で
き
る
生
涯
学
習
の
推
進

市
民
の
学
習
意
欲
や
文
化
活

動
へ
の
参
加
意
欲
の
高
ま
り
に

応
え
る
た
め
、
公
民
館
・
文
化

会
館
は
、
年
末
年
始
を
除
く
す

べ
て
の
日
を
開
館
す
る
通
年
開

館
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
試
行
的
に
実
施
し

て
い
た
図
書
館
の
夜
間
開
館
を

分
館
を
含
め
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。



（３） 平成16年３月15日（月曜日） 第１０６２号

総額770億501万3千円の予算総額。一般会計予算は、397億300万円。地方債残高
（借金）は、16年度末現在高見込額で408億7,500万円余となり、一般会計規模を上回
るものとなりました。
そこで、市の一般会計予算を年収442万5千円のサラリーマンの家計に置き換えて
みました。流山太郎さんは会社からの給与（442万5千円）のほかに、親からの仕送り
（地方交付税）31万2千円や預金（基金繰入金）50万5千円を下ろして生活費にしていま
すが、それでも生活が厳しいので、新たに111万円を銀行から借りました（市債）。
借金（地方債償還元金）は増え続け、年収を上回り654万円になっています。平成16
年度は、元金利子（公債費）を合わせて118万4千円を返さなければなりません。
一方、預金（財政調整積立基金）は、15年度末見込みで53万1千円でしたが、16年度
末には27万8千円になる予定で、このままでいくと、18年度には口座に預金がなくな
る恐れがあるのです。
苦しい家計の中、家の増改築などは難しくなるほか、小さな買い物、電気水道代

（消耗品、光熱水費）などの削減はもちろん、今まで当たり前のように支出していた
行事やお付き合い（既存の事業で効果の少ないもの）など、費用の節約をし、早急に
家計の再構築を実施しなければいけない状況です。

長引く景気低迷の影響により、
市税は対前年度比2.85パーセントの
減となりました。また、国の三位
一体改革等により、地方交付税、
国庫支出金の削減が歳入に大きな
影響を与えています。これらのこ
とから、つくばエクスプレス事業
建設にふるさと21まちづくり基金
から14億8,260万5千円のほか、財
政調整積立基金から15億8千万円を
取り崩して予算編成をしています。
※財政調整積立基金：地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するために設けられる
基金。経済の不況等による大幅な税収減や災害による思わぬ支出の増加など、予期しない収入減少
や不時の支出のため支出する基金。

平成16年度の予算は、流山市基本構想および基本計画に基づき、「つ

くばエクスプレス関連事業」等の事業を推進するとともに、市民生活優

先の行財政運営を基本に各種の行政課題や市民ニーズ、必要性、緊急性

および事業効率等を十分勘案して編成しました。

平成16年度の当初予算案は、一般会計で397億300万円、対前年度比

で0．36％の減（ただし、平成7・8年度の減税補てん債の借換分39億

4,880万円を除くと実質357億5,420万円となり対前年度比10.27％の減

となる）、これに特別会計と水道事業会計を合わせた予算総額は、対前

年度比0.98％減の770億501万3千円となりました。

□問財政課�７１５０－６０７１

予算規模が前年度と同額程度にある中、人
件費は前年度比2.55パーセントの減となる一
方、高齢化等により年々増加傾向にある扶助
費は16.75パーセントの増となりました。公債
費を含めた経常的経費が増えていることか
ら、政策的経費に配分する金額が限られてき
ています。主な事業は、東武野田線乗換駅設
置事業（15億6,520万5千円）、地域融和施設
整備事業（6億3,191万8千円）、小･中学校の
耐震補強及び大規模改造事業（3億621万1千
円）、公民館・市民会館通年開館事業など。

多くの市民が利用するコミュ
ニティプラザのテニスコート

借金は年収超え、預金は急減
市の家計簿

歳　入

平成16年度会計別予算総括表

歳入内訳（一般会計）

歳出内訳（一般会計）

歳　出

区　　　分 平成16年度 平成15年度 対前年度比較 
予　算　額 構成比 構成比 増減率 予　算　額 増　減　額 

一　般　会　計 

水道事業会計  

西平井・鰭ケ崎土地区画 
整理事業特別会計 

合　　　　　計 

特
　
別
　
会
　
計 

土地取得特別会計 

 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

公共下水道特別会計 

計 

39,703,000 

309,460

1,338,613

10,515,406

4,614,223

9,055,559

4,388,093

30,221,354

7,080,659

77,005,013

51.56 

0.40

1.74

13.65

5.99

11.76

5.70

39.24

9.20

100.00

39,848,000

528,039

1,465,453

10,005,481

4,364,929

9,005,935

4,358,862

29,728,699

8,193,976

77,770,675

51.24

0.68

1.88

12.87

5.61

11.58

5.60

38.22

10.54

100.00

－145,000 

－218,579

－126,840

509,925

249,294

49,624

29,231

492,655

－1,113,317

－765,662

－0.36 

－41.39

－8.66

5.10

5.71

0.55

0.67

1.66

－13.59

－0.98

千円 ％ ％ ％ 千円 千円 

区　　　分 平成16年度 平成15年度 対前年度比較 
予　算　額 構成比 構成比 増減率 予　算　額 増　減　額 

自 

主 

財 

源 

依 

存 

財 

源 

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 
市 税  

使用料及び手数料 

繰 入 金  

繰 越 金  

そ の 他  

小 計  

地方消費税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

市 債  

そ の 他  

小 計  

合            計  

18,541,241 

632,781 

3,188,682 

500,000 

1,093,886 

23,956,590 

950,000 

900,000 

1,950,000 

2,682,124 

1,314,583 

6,936,700 

1,013,003 

15,746,410 

39,703,000

46.70
 

1.59 

8.03 

1.26 

2.76 

60.34 

2.39 

2.27 

4.91 

6.76 

3.31 

17.47 

2.55 

39.66 

100.00

19,084,432
 

573,685 

2,785,898 

500,000 

875,260 

23,819,275 

850,000 

900,000 

2,300,000 

3,611,520 

1,300,105 

6,254,000 

813,100 

16,028,725 

39,848,000

47.89 

1.44 

6.99 

1.25 

2.21 

59.78 

2.13 

2.26 

5.78 

9.06 

3.26 

15.69 

2.04 

40.22 

100.00

－543,191
 

59,096 

402,784 

0 

218,626 

137,315 

100,000 

0 

－350,000 

－929,396 

14,478 

682,700 

199,903 

－282,315 

－145,000

－2.85
 

10.30 

14.46 

0.00 

25.00 

0.58 

11.76 

0.00 

－15.22 

－25.73 

1.11 

10.92 

24.60 

－1.76 

－0.36

区　　　分 平成16年度 平成15年度 対前年度比較 
予　算　額 構成比 構成比 増減率 予　算　額 増　減　額 

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

労 働 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

418,047 

3,816,809 

9,160,937 

5,012,964 

61,573 

200,004 

260,426 

7,020,807 

1,818,762 

4,111,301 

10 

7,399,555 

309,455 

112,350 

39,703,000

1.05 

9.61 

23.07 

12.63 

0.16 

0.50 

0.66 

17.68 

4.58 

10.36 

0.00 

18.64 

0.78 

0.28 

100.00

420,703
 

3,755,270 

8,358,974 

9,946,095 

67,010 

225,684 

229,286 

6,545,319 

1,802,735 

4,184,556 

10 

3,684,325 

528,033 

100,000 

39,848,000

1.06 

9.42 

20.98 

24.96 

0.17 

0.57 

0.57 

16.43 

4.52 

10.50 

0.00 

9.25 

1.32 

0.25 

100.00

－2,656 

61,539 

801,963 

－4,933,131 

－5,437 

－25,680 

31,140 

475,488 

16,027 

－73,255 

0 

3,715,230 

－218,578 

12,350 

－145,000

－0.63
 

1.64 

9.59 

－49.60 

－8.11 

－11.38 

13.58 

7.26 

0.89 

－1.75 

0.00 

100.84 

－41.39 

12.35 

－0.36

平成16年度 
予　算　案 
総額770億500万円余 
市民生活優先の予算編成/基金取り崩し32億2千万円余 
総額770億500万円余 

め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
者
の
負
担
軽

減
お
よ
び
待
機
者
の
処
遇
の
場

を
確
保
す
る
た
め
、
知
的
障
害

者
入
所
更
生
施
設「
つ
つ
じ
園
」

の
新
築
工
事
に
対
し
、
補
助
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
生
活
支
援
づ
く
り

住
宅
施
策
の
向
上
と
事
業
費

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
民
間
住

宅
借
り
上
げ
方
式
に
よ
る
市
営

住
宅
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

地
域
で
支
え
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

福
祉
会
館
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
年
末
年
始
を
除

い
た
通
年
開
館
と
午
後
十
時
ま

で
の
開
館
延
長
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
が
著
し
い

「
流
山
福
祉
会
館
」
お
よ
び

「
駒
木
台
福
祉
会
館
」
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
構
想
実
現
と
効
率
的
、

効
果
的
行
財
政
運
営

市
民
参
加
の
地
域
社
会
づ
く

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
活
動
の
推
進
を
図
り
、

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
内
に
「
市
民
活
動
推
進
室
」

を
設
置
し
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
市
場
戦
略
、
市
場
活
動
な
ど

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
行
う
ほ
か
、
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
、
企
業
等
の
情
報
収

集
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
専
門

的
・
技
術
的
・
実
践
的
な
政
策

研
究
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、近
隣
大
学
へ
派
遣
し
ま
す
。

誰
も
が
充
実
し
た
生
涯
を
お

く
る
こ
と
の
で
き
る
流
山

高
齢
者
や
障
害
者
が
い
き
い

き
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

心
身
障
害
者
の
一
般
企
業
就

労
に
向
け
て
の
支
援
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
民
間
資
金
を
活

用
し
て
心
身
障
害
者
福
祉
作
業

所
「
さ
つ
き
園
」
を
改
築
し
ま

す
。
ま
た
、
一
般
企
業
へ
就
職

を
希
望
す
る
障
害
者
に
就
労
前

訓
練
を
通
し
て
就
職
の
あ
っ
せ

ん
を
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に

就
労
し
て
い
る
障
害
者
の
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
労
後

の
支
援
を
行
い
、
職
業
的
自
立

を
図
る
た
め
、「
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
努

賑
わ
い
と
活
気
に
満
ち
た

流
山商

業
の
拠
点
づ
く
り
と
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

市
内
商
工
業
の
安
定
と
活
性

化
を
目
指
し
、
中
小
企
業
資
金

融
資
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
経
営
相
談
や
金
融
あ
っ
せ

ん
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
・
基
盤
づ
く
り

流
山
勤
労
者
体
育
施
設
屋
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お
よ
び
流
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
人
工
芝
の
老
朽
化
に

伴
い
、
全
面
張
替
工
事
を
実
施

し
ま
す
。



平成16年 3月15日（月曜日） （４）

各
委
員
に
は
、（
仮
称
）
新

流
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て
は
全
体
会
議
の

中
で
、
個
別
の
諮
問
内
容
に
つ

い
て
は
各
部
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

精
力
的
に
審
議
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
二
月
十
七
日

の
第
四
回
目
の
審
議
会
に
は
、

私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
答
申
に
向
け
て
の

方
針
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む
強

い
決
意
が
感
じ
ら
れ
、
改
め
て

委
員
各
位
の
努
力
と
熱
意
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

早
期
の
中
間
答
申
の
取
り
ま
と

め
の
お
願
い
と
、
答
申
の
具
体

化
に
向
け
て
、
市
は
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

【
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
】

基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
、
四
月
一
日
か
ら
、
現
在

の
流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
か

ら
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
内
に

移
し
、
統
合
・
強
化
し
ま
す
。

こ
の
業
務
統
合
に
よ
り
、
介

護
保
険
・
介
護
予
防
・
生
き
が

い
推
進
の
各
事
業
を
通
じ
た
高

齢
者
の
相
談
窓
口
の
機
能
の
充

実
が
図
ら
れ
る
と
共
に
、
介
護

保
険
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
サ

ー
ビ
ス
の
申
請
か
ら
利
用
調

整
・
決
定
、
さ
ら
に
は
サ
ー
ビ

ス
状
況
の
評
価
・
見
直
し
を
含

め
た
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
に
立
っ
た
積
極

的
な
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
費
制
度
開
始
一
年
経
過
の

状
況
】

本
制
度
が
開
始
さ
れ
る
前
の

平
成
十
四
年
度
に
は
、
身
体
障

害
者
･
知
的
障
害
者
お
よ
び
障

害
児
、
合
わ
せ
て
三
千
三
百
二

十
九
名
の
う
ち
二
百
十
三
名
の

方
々
が
、
い
わ
ゆ
る
措
置
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
支
援
費
制
度
に
な
っ
て

か
ら
の
利
用
者
は
、
十
二
月
現

福
祉
千
葉
特
区
の
適
用
を
受

け
、
市
内
の
通
所
介
護
事
業
所

に
お
い
て
、
知
的
障
害
者
、
障

害
児
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
拡
大
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
支
援
費
制
度

の
さ
ら
な
る
普
及
並
び
に
利
用

の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
私
立
保
育
園
の
開
設
予
定
】

加
四
丁
目
地
先
の
流
山
わ
ら

し
こ
保
育
園
は
、
四
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
、
現
在
建
築

工
事
が
予
定
通
り
に
進
め
ら

れ
、
事
業
開
始
に
伴
う
諸
準
備

も
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
流
山
わ
ら
し
こ
保
育
園
の

事
業
主
体
は
、
社
会
福
祉
法
人

た
す
け
あ
い
倶
楽
部
で
あ
り
、

主
な
事
業
内
容
は
、
定
員
七
十

名
の
通
常
保
育
の
ほ
か
、
一
時

保
育
、
午
後
十
時
ま
で
の
延
長

み
、
第
三
者
に
よ
る
技
術
指
導

の
下
に
、
検
証
を
厳
正
か
つ
慎

重
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
発
注
し
た
仕
様
書
ど
お
り

の
性
能
の
確
保
を
確
実
に
図

り
、
四
月
一
日
の
本
格
稼
働
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
施

設
の
本
格
稼
働
を
前
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
と
住
み
よ
い

生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
設
置

し
た
「
流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
環
境
保
全
対
策
協
議
会
」

は
、
一
月
二
十
八
日
、
第
一
回
目

の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
融
和
施
設
整
備
事
業
】

建
設
費
お
よ
び
維
持
管
理
費

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
地
域
融

和
施
設
建
設
計
画
の
見
直
し
を

行
う
た
め
の
設
計
業
務
委
託
の

設
計
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

本
年
一
月
六
日
に
、
応
募
の

あ
っ
た
二
社
の
提
案
に
つ
い

測
定
に
つ
い
て
、
そ
の
結
果
が

検
査
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
一
号
炉
の
電
気
集
じ
ん
器

出
口
排
ガ
ス
濃
度
が
一
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
０.

３
９
ナ
ノ

グ
ラ
ム
、
二
号
炉
で
は
、
同
じ

く
０.

１
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
お
り
、
平
成
十
四
年
十
二

月
一
日
の
改
正
基
準
値
で
あ
る

１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
数
値
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
都
市
計
画
道
路
３
・
２
・

25
号
三
輪
野
山
駒
木
線
、
通
称

都
市
軸
道
路
の
延
伸
】

都
市
計
画
道
路
３
・
２
・
25

号
三
輪
野
山
駒
木
線
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
の
皆
さ

ま
と
道
路
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
す
る
目
的
で
私

と
の
対
話
集
会
を
開
催
し
、
理

解
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
ル
ー
ト
に

つ
い
て
再
検
討
を
求
め
る
意
見

や
騒
音
、
振
動
等
の
環
境
面
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ

れ
に
お
答
え
す
る
形
で
対
話
集

会
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
地
元

の
皆
さ
ま
に
は
、
十
分
な
理
解

を
頂
く
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
二
月
九
日

に
は
、
私
が
県
の
土
木
部
長
、

は
、
反
対
さ
れ
て
い
る
住
民
か

ら
「
３
・
２
・
25
号
線
（
延
伸

計
画
部
分
）
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月

二
十
八
日
に
予
定
し
て
い
る
三

回
目
の
対
話
集
会
の
中
で
回
答

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、
周
辺
住
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
権
利
者

の
皆
さ
ま
の
不
安
を
取
り
除
き

つ
つ
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
地
域
内
の
用
途
地
域
の

変
更
】

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
平

成
十
七
年
秋
に
開
業
す
る
こ
と

と
な
り
、
こ
の
鉄
道
の
開
業
に

伴
い
、
駅
周
辺
等
の
「
ま
ち
び

ら
き
」
区
域
に
お
け
る
土
地
区

業
の
施
行
者
、
千
葉
県
住
宅
供

給
公
社
の
問
題
】

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
日
以

降
「
特
定
調
停
申
し
立
て
へ
」

や
「
自
主
再
建
断
念
」
等
の
新

聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
総
額

九
百
十
一
億
円
と
も
言
わ
れ
て

い
る
借
入
金
の
返
済
が
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
返
済
計
画
を
検

討
す
る
た
め
に
保
有
不
動
産
の

評
価
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
債

務
免
除
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
再

建
計
画
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、

手
続
き
の
透
明
性
や
公
正
で
、

か
つ
実
現
可
能
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
公

正
な
第
三
者
機
関
で
あ
る
裁
判

所
の
下
で
作
成
し
、
関
係
権
利

者
の
合
意
を
得
て
解
決
す
る
た

め
に
、
二
月
四
日
東
京
地
方
裁

判
所
に
特
定
調
停
申
し
立
て
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

報
道
直
後
の
三
日
に
は
、
住

宅
供
給
公
社
か
ら
、「
特
定
調

停
」
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
一

連
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

木
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
元
流
山
市
か
県
へ

の
移
管
を
検
討
し
て
い
る
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
本
市
と
し
て
は
六
百
四
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
沿
線
整
備
事
業

の
市
負
担
や
、
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
地
区
の
事
業
を
進
め
て
お

り
、
市
が
住
宅
供
給
公
社
に
代

わ
っ
て
区
画
整
理
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
市
の
存
続
を
危
う

く
す
る
た
め
、
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
申
し
上
げ
、
木
地
区
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
含
め
、
住
宅
供
給
公

社
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
ろ
う

と
も
、
千
葉
県
の
責
任
で
事
業

を
完
了
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
日
に

は
区
画
整
理
事
業
の
認
可
権
者

画
整
理
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ち
び
ら
き
区
域

の
土
地
利
用
を
有
効
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、現
在
、

指
定
し
て
い
る
暫
定
用
途
地
域

の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

か
ら
、
将
来
、
用
途
地
域
へ
の

変
更
を
本
年
秋
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
法
的
手
続

き
に
入
る
前
に
流
山
市
の
案
と

し
て
、
各
土
地
区
画
整
理
事
業

の
関
係
権
利
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
な
お
、
千
葉
県
住
宅

供
給
公
社
が
事
業
者
と
な
っ
て

い
る
木
地
区
に
つ
い
て
は
、
用

途
地
域
の
説
明
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
権
利
者
に
混
乱
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
用
途

地
域
の
変
更
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

与
え
る
影
響
等
を
考
慮
し
、
今

後
の
見
通
し
が
明
確
と
な
っ
た

保
育
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
、
さ
ら
に
、
県
内
で

は
初
め
て
の
保
育
所
内
で
の
病

後
児
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

て
、
庁
内
の
組
織
で
あ
る
「
地

域
融
和
施
設
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
、
設
計
者
自
ら
提
案
内

容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
、
委
員
に
審
査
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
株
式
会
社
梓
設
計
が
優
位

で
あ
っ
た
旨
の
報
告
を
受
け
、

こ
れ
を
了
承
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
基
本
設
計
お
よ
び
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
る
施
設
の

概
要
は
、
平
屋
建
て
で
、
天
然

温
泉
を
利
用
し
て
、
複
数
の
浴

槽
を
配
置
す
る
な
ど
、
温
浴
施

設
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
も
計
画
す
る
な
ど
、

集
客
を
高
め
る
計
画
で
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
の
予
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
度
内
に
実
施

設
計
を
終
え
、
来
年
度
工
事
着

手
を
考
え
て
い
ま
す
。

【
清
美
園
ご
み
焼
却
施
設
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
】

【
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
事
業
】

ご
み
焼
却
施
設
の
試
運
転
も

最
終
段
階
に
入
り
、
先
般
、
引

渡
性
能
試
験
等
が
実
施
さ
れ
ま

【
行
財
政
改
革
審
議
会
】

市
政
の
一
般
報
告

18
項
目
に
つ
い
て
報
告

平
成
十
六
年
市
議
会
第
一
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は
、
十

八
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
項
目
は
、

「
千
葉
な
の
花
県
民
会
議
」「
国
土
交
通
省
案
の
羽
田
再
拡
張
後
の
飛

行
ル
ー
ト
に
対
す
る
意
見
書
」「
新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員
会
の
活

動
」「
行
財
政
改
革
審
議
会
」「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
」

「
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
費
制
度
開
始
一
年
経
過
の
状
況
」

「
私
立
保
育
園
の
開
設
予
定
」「
感
染
症
対
策
」「
新
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
事
業
」「
地
域
融
和
施
設
整
備
事
業
」「
清
美
園
ご
み
焼

却
施
設
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
」「
都
市
計
画
道
路
3
・

2
・
25
号
三
輪
野
山
駒
木
線
、
通
称
都
市
軸
道
路
の
延
伸
」「
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地
域
内
の
用
途
地
域
の
変
更
」「
木
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
、
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
の
問
題
」

「
新
規
浄
水
場
整
備
事
業
の
状
況
」「
農
地
転
用
許
可
事
務
等
の
県
か

ら
の
権
限
移
譲
と
規
制
緩
和
措
置
」「
南
流
山
中
学
校
で
の
損
害
賠

償
請
求
事
件
の
和
解
」「
流
山
市
消
防
団
司
令
車
の
交
付
」
に
つ
い

て
で
す
。
こ
の
う
ち
、
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

建設工事が進む流山わらしこ保育園

旧ごみ焼却施設（清美園）

市議会
第1回定例会

大
臣
あ
て
の
要
望
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
九
日
に
は
、

白
戸
千
葉
県
副
知
事
に
会
い
、

何
と
し
て
も
千
葉
県
の
責
任
で

事
業
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

第
一
回
目
の
特
定
調
停
が
二
月

十
六
日
、
第
二
回
目
が
二
十
三

日
に
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
第
二
回
調
停
直
後

の
二
十
四
日
に
は
、
千
葉
県
住

宅
供
給
公
社
理
事
長
が
来
庁
し

て
、「
私
と
し
て
は
、
公
社
の

存
続
を
考
え
て
お
り
、
地
元
流

山
市
と
充
分
に
相
談
し
て
、
今

後
と
も
対
応
し
た
い
」
旨
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
木
地

区
の
事
業
へ
の
影
響
を
で
き
る

限
り
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
千

葉
県
お
よ
び
千
葉
県
住
宅
供
給

公
社
に
対
し
、
早
期
に
問
題
の

打
開
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
さ
ら
に
要
請
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
農
地
転
用
許
可
事
務
等
の

県
か
ら
の
権
限
移
譲
と
規
制
緩

和
措
置
】

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
農
地

転
用
許
可
事
務
等
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
等
の
改
正
に

よ
り
県
の
自
治
事
務
と
さ
れ
、

市
町
村
へ
権
限
移
譲
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
一
連
の
権
限
移

譲
手
続
き
が
完
了
し
、
四
月
一

日
か
ら
、
県
特
例
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
十
九
事
務
に
つ
い

て
は
、
本
市
農
業
委
員
会
で
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
規
制
緩
和
措

置
と
し
て
、
同
じ
く
四
月
一
日

か
ら
市
街
化
区
域
内
農
地
転
用

届
出
に
対
す
る
受
理
通
知
書
の

交
付
を
、
現
行
の
三
日
か
ら
原

則
即
日
交
付
に
期
間
を
短
縮
す

る
ほ
か
、
農
地
等
の
権
利
取
得

の
要
件
で
あ
る
権
利
取
得
後
の

下
限
経
営
面
積
を
現
行
の
五
十

ア
ー
ル
か
ら
四
十
ア
ー
ル
に
緩



国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
学
生
で
収
入
が

な
い
た
め
、
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
手
続
き
を
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
平
成

十
六
年
度
の
特
例
申
請

（
新
規
お
よ
び
継
続
）
手

続
き
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
出
張
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
例
申
請
が

認
め
ら
れ
る
期
間
は
、

受
け
付
け
し
た
月
の
前

月
か
ら
そ
の
申
請
年
度

の
三
月
末
ま
で
で
す
。

▽
対
象
＝
前
年
所
得

が
68
万
円
以
下
で
、
高

等
学
校
、
大
学
（
院
）
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
な
ど

に
在
学
の
方
※
日
本
の

学
校
に
限
る
▽
必
要
書

類
な
ど
＝
①
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
②
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
③
印
か
ん
（
代
理

申
請
さ
れ
る
方
の
み
）

④
会
社
退
職
後
学
生
に

な
る
方
で
前
年
所
得
が

68
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
ま
た
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票

（
雇
用
保
険
被
保
険
者
資

格
喪
失
確
認
通
知
書
）

※
平
成
15
年
度
中
に
申

請
し
た
方
も
平
成
16
年

度
分
に
つ
い
て
改
め
て

申
請
が
必
要
で
す

□問
国
保
年
金
課
�
７

１
５
０
―

６
１
１
０

た
が

支
援
費
制
度
に
な
っ
て

か
ら
の
利
用
者
は
、
十
二
月
現

在
で
二
百
四
十
名
に
上
り
、
二

十
七
名
増
加
し
て
い
ま
す
。
事

業
者
の
参
入
が
見
込
め
な
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
健
康

い
ま
せ
ん

な
お

二
月
九
日

に
は
、
私
が
県
の
土
木
部
長
、

都
市
部
長
を
訪
ね
、
環
境
対
策

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
対
策

に
つ
い
て
要
望
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
一
方
、
二
月
十
七
日
に

し
ま
し
た

そ
の
後

五
日
に

は
区
画
整
理
事
業
の
認
可
権
者

で
あ
り
、
千
葉
県
を
指
導
す
る

立
場
に
あ
る
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
へ
私
自
身
、
出
向

き
ま
し
て
、
石
原
国
土
交
通
省

与
え
る
影
響
等
を
考
慮
し

今

後
の
見
通
し
が
明
確
と
な
っ
た

時
点
で
、
権
利
者
の
皆
さ
ま
に

改
め
て
ご
説
明
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
木
地
区
土
地
区
画
整
理
事

【
清
美
園
ご
み
焼
却
施
設
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
】

本
年
度
後
期
の
測
定
と
し

て
、
去
年
十
一
月
二
十
一
日
に

実
施
し
た
「
清
美
園
ご
み
焼
却

施
設
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
の

最
終
段
階
に
入
り

先
般

引

渡
性
能
試
験
等
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
引
渡
性
能
試
験
の

結
果
の
検
証
が
今
後
の
施
設
の

円
滑
な
稼
働
お
よ
び
維
持
管
理

の
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が

四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
今
月
二

十
二
日
ご
ろ
世
帯
主
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
平

成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
で

す
。

今
ま
で
の
保
険
証
は
、
四
月

一
日
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
最

寄
り
の
出
張
所
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
以

外
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
人

や
加
入
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
世
帯
主
が
十
四

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
（
別
表
参
照
）。

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、

平
成
十
五
年
度
市
長
表
彰
が

二
月
二
十
四
日
、
市
議
会
議
場

で
行
わ
れ
、
小
学
生
三
人
、
中

学
生
六
人
が
受
賞
の
栄
に
輝
き

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
文
化
･
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
児
童
・
生
徒
に
、
毎
年
市
長

か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
教
育
の
発
展
に

貢
献
し
た
教
職
員
へ
の
教
育
委

員
会
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

　

【
市
長
表
彰
】

▽
吉
井
理
恵
（
西
初
石
小
２

年
／
第
53
回
千
葉
県
児
童
生

徒
・
教
職
員
科
学
作
品
展
科
学

工
夫
作
品
の
部
千
葉
県
知
事

賞
）
▽
堀
内
駿
吾
（
南
流
山
小

５
年
／
日
本
珠
算
連
盟
創
立
50

周
年
記
念
あ
ん
ざ
ん
ソ
ロ
ピ
カ

杯
２
０
０
３
か
け
暗
算
競
技
ジ

ュ
ニ
ア
部
門
優
勝
ほ
か
）
▽
松

浦
都
希
子
（
南
流
山
小
３
年
／

Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ナ

ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
３
準
グ

ラ
ン
プ
リ
）
▽
中
橋
賢
人
（
南

部
中
３
年
／
第
53
回
千
葉
県
児

童
生
徒
・
教
職
員
科
学
作
品
展

科
学
工
夫
作
品
の
部
千
葉
県
知

事
賞
）
▽
熊
本
貴
史
（
北
部
中

３
年
／
第
34
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
男
子

共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第

２
位
）
▽
森
龍
之
介
（
北
部
中

３
年
／
平
成
15
年
度
千
葉
県
中

学
校
水
泳
競
技
大
会
男
子
50
ｍ

自
由
形
１
位
）
▽
原
田
美
穂

（
東
深
井
中
２
年
／
第
28
回
千

葉
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大

会
四
種
競
技
第
１
位
）
▽
池
羽

芙
実
（
南
流
山
中
２
年
／
平
成

15
年
度
「
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
す
る
」
標
語
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
▽
堀

内
祥
加
（
南
流
山
中
２
年
／
平

成
15
年
度
全
日
本
珠
算
選
手
権

大
会
読
上
暗
算
優
勝
）

【
教
育
委
員
会
表
彰
】

▽
澤
敦
子
（
南
流
山
小
学
校

教
諭
）

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
医

療
機
関
の
増
設

「
流
山
市
国
民
健
康
保
険
人
間

ド
ッ
ク
」
の
検
査
医
療
機
関
が

三
施
設
か
ら
八
施
設
（
別
表
参

照
）
に
増
え
ま
す
。
検
査
費
用

（
消
費
税
含
む
）
は
四
万
二
千

円
で
、
自
己
負
担
は
、
一
万
二

千
六
百
円
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の

は
、
国
保
加
入
期
間
が
一
年
以

上
の
三
十
五
歳
以
上
の
方
で
、

本
市
が
実
施
し
て
い
る
基
本
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方
で

す
。
※
保
険
料
の
滞
納
の
あ
る

世
帯
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
さ

れ
ま
す
と
、
通
常
の
保
険
証
で

は
な
く
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

支
払
う
自
己
負
担
が
十
割
の

「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
後
日
、
申

請
に
よ
り
保
険
者
負
担
分
の
七

割
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
）。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

料
の
納
付
が
、
病
気
や
け
が
、

そ
の
他
特
別
な
事
情
で
困
難
な

世
帯
で
、
納
付
相
談
の
う
え
、

納
付
誓
約
を
し
て
分
割
納
付
し

て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
状

況
に
応
じ
た
「
短
期
被
保
険
者

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
納

付
相
談
は
、
国
保
年
金
課
の
窓

口
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営

は
、
景
気
の
低
迷
が
続
き
、
保

険
料
の
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
一
方
、
医
療
費
や
介
護
納
付

金
な
ど
の
支
出
が
伸
び
て
お

り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
、
平
成
十
六
年
度
医
療

分
、
介
護
分
の
保
険
料
率
の
改

正
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
議
会

で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
国
保
制
度
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
な
お
、
国
保

料
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方

は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
至

急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
７

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（５） 第１０６２号

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
1
回
行
財
政

改
革
審
議
会
か
ら

学生納付特例制度の申請手続き
国保年金課または各出張所で

国
民
健
康
保
険

4
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

納
付
相
談
窓
口
の
ご
利
用
を
！

医
療
分
、
介
護
分
の
保
険
料

率
の
見
直
し
を
検
討

����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������

障害を持つ方を対象に6つの講座を開設 
－申し込みはお早めに－ 

　身体に障害を持つ方が楽しみながら、身体機能の維持向上や趣味を広げ
ることができる各種講座を開催します。 

【 
【 
【 
【 
【 

】 
】 
】 
】 
】 

期 間  
対 象  
受 講 料  
場 所  
申し込み 

４月１日～平成1７年３月31日 
市内在住の身体障害者 
無料（教材費等は自己負担） 
市身体障害者福祉センター 
３月１５日から電話またはファックスで市身体障害者福祉センター
へ（先着順） 

　　市身体障害者福祉センター�７１５５－３６３８／�７１５３－３４３７ 
 

講  座  名 日　　程 時    間  定 員 

機能回復訓練 

北部地区 
第2・4木曜（全26回） 

南部地区 
第2・4金曜（全26回） 

10:00～15:00 15人 

10:00～15:00 15人 

音楽講座 

手芸講座 
カラオケ講座 

中途失明者の点字講座 

第1･3木曜（全24回） 
第1･3火曜（全24回） 

第1･3月曜（全24回） 
水曜（全40回）  

13:00～15:00
10:00～15:00 

10:00～12:00 

13:30～15:30 

※要相談 

15人 

20人 
15人 

5人 
言語訓練講座 第4火曜（全12回）  15人 

問 

市
長
表
彰大

活
躍
の
小
・
中
学
生
に

｢身体障害者補助犬法｣の施行
により、昨年10月からデパート
やスーパー、ホテル、飲食店な
どにも、｢補助犬｣を同伴できる
ようになりました。
しかし、県内で活躍する補助
犬の数は、まだまだ少ないのが
現状です。
そこで、補助犬の普及・啓発活動のため、｢盲導犬

体験フェア｣（同実行委員会主催、市後援）を開催し
ます。
▽日時＝３月28日�10時～15時▽場所＝市役所市民
ギャラリー▽内容＝講話、補助犬ユーザーの体験談、
盲導犬の体験歩行、音声パソコン体験、ガイドヘルプ
実習、視覚障害疑似体験など▽参加費＝無料※申し込
み方法など、詳細は問い合わせを
□問障害者支援課�７１５０－６０８１

盲導犬体験フェア開催
3月28日市役所で

医療機関名 所 在 地  電話番号 
流山中央病院 東初石2－132－2 7154－5741

流山総合病院 鰭ケ崎1－1 7159－1611

東葛病院 下花輪409 7159－1011

高桜内科・胃腸科 西初石3－100森田ビル 7155－2074

横田医院 江戸川台東2－270 7152－0101

まちや外科内科 江戸川台西1－123 7153－2771

東医院 江戸川台東3－102－2 7155－5499

流山東部診療所 名都借909 7147－7878

　人間ドッグの検査医療機関 

　「国民健康保険」こんなときは忘れずに届け出を 

　平成16年度の「あんま、マッサージ、指圧、はり及びきゅう施
設利用助成券」の申請については、「広報ながれやま」４月１
日号でお知らせします。 

区
分 

国
保
に
加
入
し
た
と
き 

国
保
を
や
め
る
と
き 

そ
の
他 

転入してきたとき 

他の健康保険をやめたとき 

子どもが生まれたとき 

転出したとき 

死亡したとき 

生活保護を受けなくなった
とき 

他の健康保険に加入したと
き 

生活保護を受けることにな
ったとき 

退職者医療制度に該当し
たとき 

退職者医療制度に該当し
なくなったとき 

住所、世帯主、氏名などが
変わったとき 

保険証をなくしたり、汚れて
使えなくなったとき 

就学のため、子どもが他の
市区町村に下宿するとき 

長期旅行などで個別の保
険証が欲しいとき 

転出証明書 

社会保険の離脱証明書等 

印かん、保険証、預金通帳、  
母子手帳 

保険証 

印かん、保険証、喪主の預
金通帳 

保護廃止決定通知書 

国保と社保の保険証 

保険証、保護開始決定通
知書 

保険証、年金証書 

保険証 

保険証 

使えなくなった保険証、身分
を証明するもの 

保険証、在学証明書 

保険証 

 

こんなとき 持参するもの 

下
限
経
営
面
積
を
現
行
の
五
十

ア
ー
ル
か
ら
四
十
ア
ー
ル
に
緩

和
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

農
地
の
効
率
的
利
用
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



平成16年３月15日（月曜日） （６）第１０６２号

流山市クリーンセンター

流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
保
全
対
策
協
議
会
を
設
置

学
識
経
験
者
や
自
治
会
代
表
な
ど
13
人
で
構
成

家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
が

4
月
か
ら
対
象
品
目
に

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

4
月
1
日
か
ら
資
産
税
課
で

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
も

横
田
　
ご
夫
妻
を
招
い
て

人
権
講
演
会
を
開
催

4
月
10
日
に
文
化
会
館
で

を
募
集

建
設
中
の
新
ご
み
焼
却
施
設

が
、
昨
年
十
二
月
か
ら
試
運
転

を
開
始
し
、
こ
と
し
四
月
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
す
。

市
で
は
、
流
山
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
住
む
方
々
の

健
康
保
持
お
よ
び
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
、
同
施
設
の

環
境
保
全
対
策
を
監
視
す
る

「
流
山
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
保
全
対
策
協
議
会
」（
環

境
監
視
委
員
会
的
な
組
織
）
を

設
置
し
ま
し
た
。

協
議
会
の
役
割
は
、
①
市
が

実
施
す
る
大
気
環
境
測
定
結
果

の
検
討
②
住
民
か
ら
協
議
会
に

提
出
さ
れ
た
苦
情
お
よ
び
要
望

に
関
す
る
事
項
の
検
討
③
そ
の

他
住
民
の
健
康
保
持
お
よ
び
生

活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
必
要

な
事
項
の
検
討
な
ど
で
、
検
討

の
結
果
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
改
善
措
置
そ
の
他
意
見
・

要
望
を
市
長
に
提
言
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
学
識
経
験
者
が
三
人
、
施

設
周
辺
の
八
つ
の
自
治
会
の
代

表
者
各
一
人
、
流
山
市
土
地
改

良
区
の
代
表
者
一
人
、
廃
棄
物

対
策
審
議
会
の
代
表
者
一
人
の

計
十
三
人
で
す
。

な
お
、
一
月
二
十
八
日
に
第

一
回
目
の
協
議
会
が
開
か
れ
、

会
長
に
児
島
紘
さ
ん
（
東
京
理

科
大
学
理
工
学
部
教
授
）、
副

会
長
に
伊
藤
輝
治
さ
ん
（
周
辺

自
治
会
代
表
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
次
回
の
協
議
会
の
開
催

は
、
デ
ー
タ
の
揃
う
六
月
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□問
ク
リ
ー
ン
施
設
建
設
課
�

７
１
５
０
―

６
１
２
６

四
月
一
日
か
ら
、「
家
庭
用

電
気
冷
凍
庫
」
が
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
（
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
）
に
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
家
庭
用
電
気
冷
凍

庫
は
、
市
に
は
出
せ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
品
目
を
小
売
店
等
に
引

き
渡
す
際
は
、
適
正
な
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
控

え
を
必
ず
受
け
取
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
券
に
よ
り
、

家
電
メ
ー
カ
ー
に
適
正
に
引
き

渡
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
認
で
き

ま
す
。

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７

１
５
７
―

８
２
５
０

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
国

際
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
お
よ
び
「
小
学
校
英
会
話

活
動
指
導
員
」
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

【
国
際
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
】

▽
採
用
人
員
＝
３
人
▽
勤
務

内
容
＝
①
中
学
校
の
英
語
科
学

習
の
指
導
補
助
②
小
学
校
の
国

際
理
解
教
育
に
関
わ
る
英
会
話

活
動
の
指
導
補
助
▽
雇
用
期

間
＝
５
月
１
日
〜
11
月
30
日

（
８
月
を
除
く
）
▽
勤
務
時

間
／
日
数
＝
１
日
４
時
間
／
週

４
日
で
72
日
間

【
小
学
校
英
会
話
活
動
指
導

員
】▽

採
用
人
員
＝
４
人
▽
勤
務

内
容
＝
小
学
校
で
の
国
際
理
解

教
育
に
関
わ
る
英
会
話
体
験
活

動
の
支
援
▽
雇
用
期
間
＝
５
月

１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日
▽

勤
務
時
間
／
日
数
＝
１
日
４
時

間
／
週
２
日
で
70
日
間

【
応
募
資
格
】

英
会
話
に
堪
能
で
、
児
童
・

生
徒
の
指
導
に
熱
意
の
あ
る
市

民
お
よ
び
近
隣
市
等
の
方
。
※

国
際
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
応
募
時
に
職

を
持
た
な
い
方

【
応
募
方
法
】

市
教
育
委
員
会
指
導
課
で
配

布
の
願
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
三

日
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
ま
で
に

指
導
課
へ
直
接
持
参
※
時
間
給

な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
５

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
の

閲
覧
は
、
自
己
所
有
の
固
定
資

産
の
課
税
内
容
を
確
認
す
る
う

え
で
、大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

特
に
、
昨
年
中
に
土
地
や
家
屋

の
所
有
権
移
転
（
売
買
、
相
続
、

贈
与
な
ど
）
や
家
屋
の
新
・
増

築
、
取
り
壊
し
等
を
し
て
い
る

場
合
は
、
こ
の
機
会
に
所
有
物

件
の
課
税
状
況
を
確
認
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
土
地
の
所
在
、
地
番
、

地
目
、地
積
、評
価
額
を
記
載
）」

お
よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
（
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価

額
を
記
載
）
」
の
縦
覧
で
は
、

自
己
所
有
以
外
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
（
評
価
額
）
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲

覧
】▽

閲
覧
期
間
／
時
間
＝
４
月

１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
／
９
時
〜
17
時
▽
場
所
＝

資
産
税
課
▽
閲
覧
で
き
る
方
＝

①
納
税
義
務
者
②
納
税
義
務
者

か
ら
委
任
を
受
け
た
方
（
同
居

の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
代
理

人
）
③
借
地
・
借
家
人
▽
料

金
＝
３
０
０
円
※
た
だ
し
、
４

月
１
日
〜
30
日
は
無
料
（
借

地
・
借
家
人
を
除
く
）

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
】

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
４
月

１
日
〜
30
日
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）
／
９
時
〜
17
時
▽

縦
覧
場
所
＝
資
産
税
課
▽
縦
覧

で
き
る
方
＝
①
納
税
者
②
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方
（
同

居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
代

理
人
）
▽
料
金
＝
無
料

※
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
」、「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
」
の
際
は
、

め
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
と

同
じ
内
容
の
課
税
資
産
の
明
細

書
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
六
年
度
の
納
税
通
知
書
（
四

月
九
日
ご
ろ
発
送
予
定
）
が
送

付
さ
れ
た
ら
、
再
度
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

家　　電
リサイクル法

平成16年度

拉
致
被
害
者

家
族
連
絡
会

さ
ん

子どもが病気になったとき、｢大分よくなったけれど、もう少し安静に
しておきたい。でも、仕事もあるし…｣などと困ったことはありませんか。
そんなときは、｢病後児保育事業｣をご利用ください。子どもの病気
が急性期を過ぎ回復期に入ったとき、体調に合わせて無理なく体力を
取り戻せるよう看護師が子どもをお預かりします。
４月１日から、実施園である｢流山わらしこ保育園｣（加４丁目）で行い
ます。利用を希望する方は、子育て支援課および市内の公・私立保育所
（園）にある｢利用登録申込書｣により事前登録の手続きが必要です。
※登録は無料ですが、利用は有料となります。詳細は問い合わせを
□問子育て支援課�７１５０－６０８２

仙台青葉仙台青葉まつりツアー 仙台青葉まつりツアー 仙台青葉まつりツアー ―バスで行く相馬ユートピア― 
特典1 相馬特選おみやげ付き 特典2 夕食時ビール１本またはジュース2本付き 

日　　程 
コ ー ス 
 
 
 
 
 
定　　員 
 
 
締め切り
企　　画 
後　　援 
主　　催 
申し込み 
問い合わせ 

5月15日�～16日� 
 
文化会館（7：00）―東部公民館（7：20）―南流山センター 
（7：40）―江戸川台駅西口千葉銀行前（8：00）―流山IC―仙台
宮城IC―仙台青葉まつり（見学・自由昼食）―相馬ユートピア泊 
相馬ユートピア―原町市立博物館―いわき・ら・ら・ミュウ
（買い物・自由昼食）―流山IC　 
30人（最少催行人員）※3人以上のご家族・グループの場合は
1室ご利用になれます。ただし、申し込み状況により変更の場
合あり。2人1室をご希望の方は相談を 
4月16日�※定員になり次第締め切り 
�流山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号） 
電話で東急観光千葉支店(@０４３－２４３―０１０９）へ 
コミュニティ課@７１５０―６０７６ 
 

●料金（税込み、1泊2食） 

60歳以上 
60歳未満 

中学生以下 

16,500円 
17,000円 

15,500円 

大　人 

中学生以下 

18,000円 

16,000円 

市
　
民 

市
　
外 

1日目 

2日目 

千葉県初  保育所内での病後児保育事業スタート 
回復期のお子さんを看護師が預かります 

利用当日の持ち物 

①仮予約（空き状況を確認） 

②
主
治
医
の
診
察
を
受
け
る 

③
病
状
通
知
書
を
受
領（
有
料
） 

④本予約（③の病状通知書受領後、利用日・時間を予約） 

⑤利用（予約した日時に利用申込書等（別表参照）を持って実施園に） 

⑥支払い 

⑦利用決定領収書の発行 

利用するときは… 

利 

用 

者 

実
　
施
　
園 

（
流
山
わ
ら
し
こ
保
育
園
） 

主　治　医 

利用申込書 

病状通知書 

加入健康保険証の写し 

母子手帳 

乳幼児医療費助成受給券
の写し等 

着替え３組 

パジャマ 

お手ふき２枚 

バスタオル２枚 

ビニール袋(洗濯物入れ)２枚 

おしめカバー 

ミルク 

哺乳びん 

国
際
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
学
校
英
会
話
活
動
指
導
員

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

「
印
か
ん
」、「
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
」
、
「
納
税
通
知
書

（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸

借
契
約
書
が
必
要
）」
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

課
税
資
産
の
明
細
書
を
送
付

本
市
で
は
、
税
の
信
頼
性
確

保
と
課
税
誤
り
の
防
止
の
た

す
。▽

日
時
＝
４
月
10
日
�
10
時

30
分
〜
12
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０

―

６
０
６
３

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
・
流
山
部
会
は
、
人
権
擁
護

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害

者
家
族
連
絡
会
代
表
・
横
田
滋

さ
ん
ご
夫
妻
を
講
師
に
迎
え
、

「
家
族
の
絆
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
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ミ
ニ
環
境
講
座
（
市
民
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
流
山
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
27
日
�
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
対
象
＝
市
民
▽
内

容
＝「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
▽
講
師
＝
青
木
辰
司

さ
ん
（
東
洋
大
学
社
会
学
部
社

会
学
科
教
授
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

同
事
務
局
・
土
井
�
７
１

５
９
―

３
４
１
０

★
春
休
み
ビ
デ
オ
上
映
会

学
校
や
職
場
、
家
庭
で
交
わ

す
何
気
な
い
会
話
や
生
き
方
か

ら
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
、
共

に
生
き
る
社
会
を
築
く
た
め

に
、
大
切
な
こ
と
は
何
か
。
映

画
を
通
し
て
友
だ
ち
の
こ
と
家

族
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
／
場
所
／
定
員
＝
①

３
月
25
日
�
14
時
〜
15
時
／
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
／
市
民
30
人
②
３

月
26
日
�
10
時
〜
11
時
／
森
の

図
書
館
／
市
民
50
人
※
い
ず
れ

も
先
着
順
▽
内
容
＝
映
画
「
翔

太
の
あ
し
た
」
の
上
映
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
15
日

か
ら
電
話
で
企
画
政
策
課
へ

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５
０

―

６
０
６
４

★
図
書
館
子
ど
も
映
画
会

▽
日
時
＝
３
月
26
日
�
・
27

日
�
14
時
〜
15
時
30
分
▽
場
所

=

中
央
図
書
館
▽
対
象
／
定

員
＝
幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
校

低
学
年
／
50
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
＝
映
画「
１
ね
ん
１
く
み
」

シ
リ
ー
ズ
、「
１
ば
ん
げ
ん
き
」

ほ
か
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６

★
さ
つ
き
園
（
心
身
障
害
者

福
祉
作
業
所
）
・
つ
ば
さ
学
園

（
知
的
障
害
児
通
園
施
設
）
の

市
臨
時
職
員
の
募
集

①
さ
つ
き
園
（
駒
木
台
）
▽

内
容
＝
心
身
障
害
者
の
作
業
指

導
▽
期
間
＝
４
月
１
日
〜
▽
勤

務
日
／
時
間
＝
月
〜
金
曜
／
８

時
30
分
〜
17
時
▽
時
間
給
＝
９

３
０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
資
格
＝
生
活
指
導
員
で
20
歳

〜
35
歳
の
方
▽
募
集
人
員
＝
３

人
②
つ
ば
さ
学
園
（
駒
木
台
）

▽
内
容
＝
知
的
障
害
児
の
療
育

指
導
▽
期
間
＝
４
月
１
日
〜
▽

勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜
金
曜
／

８
時
30
分
〜
17
時
▽
時
間
給
＝

９
３
０
円（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
資
格
＝
児
童
指
導
員
ま
た
は

保
育
士
（
有
資
格
者
）
で
20
歳

〜
35
歳
の
方
▽
募
集
人
員
＝
５

人
※
応
募
方
法
は
①
②
い
ず
れ

も
３
月
26
日
ま
で
に
履
歴
書
を

人
事
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

（
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
人
事
課
）。
選
考
方
法

は
書
類
審
査
と
面
接

□問
さ
つ
き
園
�
７
１
５
４
―

５
１
８
８
／
つ
ば
さ
学
園
�
７

１
５
４
―

４
８
２
２

平
成
16
年
度
国
税
専
門
官
募

集
▽
受
験
資
格
＝
①
昭
和
52
年

４
月
２
日
〜
昭
和
58
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者
②
昭
和
58
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
大

学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

17
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
③
人
事
院
が

②
に
揚
げ
る
者
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者
▽
申
込
受

付
＝
４
月
１
日
〜
16
日
▽
第
１

次
試
験
＝
６
月
13
日
�
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
松
戸
税
務
署
�
０
４
７
―

３
６
３
―

１
１
７
１

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
３
月
23
日
�
10
時

〜
、
３
月
30
日
�
13
時
30
分
〜

▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝
行

政
改
革
の
中
間
答
申
に
つ
い
て

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
８

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
＝
３
月
27
日
�
10
時

〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
赤
城
福

祉
会
館
▽
内
容
＝
福
祉
会
館
利

用
者
に
よ
る
歌
、
踊
り
、
詩
吟

な
ど
の
発
表
※
当
日
は
自
由
に

入
場
で
き
ま
す

□問
赤
城
福
祉
会
館
�
７
１
５

８
―

４
５
４
５

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
豚
汁

▽
日
時
＝
３
月
28
日
�
７
時

30
分
〜
10
時
30
分
※
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所
／
受
付
時
間
＝
市

民
総
合
体
育
館
花
壇
前
／
７
時

15
分
〜
７
時
30
分
▽
内
容
＝
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
（
ス
ポ
ー
ツ
終
了
後

に
豚
汁
を
食
べ
ま
す
）
▽
参
加

費
＝
３
０
０
円
▽
持
ち
物
＝
タ

オ
ル
、
着
替
え
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
集
合
場
所
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１

５
９
―

１
２
１
２

★
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

の
発
表

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
三
月

一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
の
登

録
者
数
は
、
十
二
万
三
千
三
十

三
人（
前
回
比
百
八
十
三
人
増
）

で
す
。
男
女
別
で
は
、
男
性
が

六
万
八
百
七
十
人
、
女
性
が
六

万
二
千
百
六
十
三
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
登
録
者
数
の
発
表
は
、

正
確
な
有
権
者
数
を
把
握
す
る

た
め
、年
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

流
山
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
協
力

会
に
新
た
に
１
社
加
わ
る

▽
会
社
名
＝
渡
辺
交
通
�

（
松
戸
市
栄
町
５
―
１
３
３
４

―
１
／
�
０
４
７
―

３
６
３
―

講
座
・
講
演

第191回 

今月は26日に　 

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板

市立博物館開館25周年
「流山の醸造業Ⅰ【資料編】」を刊行

常磐自動車道測定結果（平成16年1月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）
�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 8 10 2 3

西初石 東初石 青　田

日 1（0） 3（0） 1（0） 2（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

42,720台 43,670台 86,390台

下　り 合　計

７
１
４
５
）
▽
設
備
内
容
＝
①

車
い
す
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
１

台
②
車
い
す
２
台
③
福
祉
タ
ク

シ
ー
（
普
通
）
※
①
②
を
ご
利

用
の
際
は
付
き
添
い
が
必
要
で

す
□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
１

八
木
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区

合
同
講
座
発
表
会
（
八
木
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
運
営
連
絡
会

議
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
21
日
�
９
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
県

立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

（
野
々
下
１
丁
目
）
▽
内
容
＝

八
木
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
で

活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
の
発
表

（
舞
踊
や
書
道
な
ど
）
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

□問
同
運
営
連
絡
会
議
・
小
嶋

�
７
１
５
８
―

２
５
７
３

県
立
流
山
中
央
高
校
吹
奏
楽

部
「
第
４
回
定
期
演
奏
会
」

▽
日
時
＝
３
月
26
日
�
17
時

〜
19
時
30
分
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
県
立
流
山
中
央
高
校
・
山

田
�
７
１
５
４
―

３
５
５
１

★印のあるものは市主催のものです 

施
策
会
議
傍聴可

▽日時＝3月26日�12時15分～▽場所＝
市役所市民ギャラリー▽テーマ＝自然を
感じて…▽曲目＝朝（グリーグ）、四季
のメドレー、モルダウの流れ（スメタナ）
ほか▽出演＝内藤雅子（フルート）、渡
辺郁乃（ピアノ）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

「広報ながれやま」３月1日号でお
知らせした3月20日�に開催する同説
明会の会場が、市役所から文化会館
に変更となりました。
なお、開催時間（14時～）の変更

はありません。
□問都市計画課�７１５０－６０８７

明治以降の流山は、「みりんのまち」
として全国的に有名でした。
市立博物館では、開館25周年を記念
して、みりんをはじめとする醸造関係
の資料をまとめた「流山市立博物館調
査研究報告書21」『流山の醸造業Ⅰ
【資料編】』を新たに刊行し、今月21日
から有料頒布します。
▽内容＝「手製酒味淋直志印鏡」と
いう江戸時代のラベルのデザイン帳や
明治から昭和にかけての醸造品のラベ
ルなどを多数収録▽体裁＝A4判144ペ
ージ▽頒布価格＝1,260円（税込み）
▽頒布場所＝市立博物館（3月21日頒
布開始）
市立博物館ボランティア・聞き書き
の会「聞き書き　流山の野菜作り」を
刊行
「聞き書き　流山の野菜作り」は、

「市立博物館ボランティア・聞き書きの
会」の皆さんが、これまで、野菜作り
について14人の方々からお聞きした記
録集で、今月30日から有料頒布します。
▽内容＝野菜作りの方法や農具など
を調べたもの▽体裁＝A4判128ページ
▽頒布価格＝340円（税込み）▽頒布
場所＝市立博物館（3月30日頒布開始）
□問市立博物館�７１５９－３４３４

そ
　
の
　
他

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝3月20日�10時
～17時、東谷自治会館。入場無料□問秋葉�７１５８－
２７６９
流山市テニス団体戦・ミックスダブルス大会（流山
市体育協会テニス部主催）＝①団体戦…4月11日・18
日・25日の日曜。参加費1チーム6,000円②ミックスダ
ブルス大会…6月13日・20日の日曜。参加費1組2,000円。
いずれも場所は市庭球場※詳細は問い合わせを□問秋元
�７１５４－５６０６
‘04南部中学校吹奏楽部感謝のつどいコンサート＝3
月27日�13時30分～、文化会館。入場無料□問酒井�７
１５８－８６９１

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公
民館、南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民
総合体育館にある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、
掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希望者のみ）まで
に秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催
日時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は
当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

国内で1925年の発生以来、79年ぶりの発生となった高病原
性鳥インフルエンザは、昨年の11月に感染症に追加されまし
た。現在のところ、国内でのヒトへの感染は確認されていない
ものの、千葉県では、「高病原性鳥インフルエンザについての
Q＆A」を作成し、発生の防止と意識啓発に努めています。
※「高病原性鳥インフルエンザについてのQ＆A」（千葉県
ホームページ）は、流山市のホームページ（アドレス1面参照）
とリンクしています
□問柏保健所疾病対策課�７１６７－１２５５

▽対象＝生後３カ月～７歳半未満児▽申し込み＝
母子健康手帳、予診票を持参し、当日直接会場へ※
体調が悪い場合には、接種を受けられないこともあ
りますので、体調の良いときに受けてください
□問保健センター�７１５４－０３３１

４月のポリオの予防接種

会　場 ４月の実施日 受付時間 
保健センター 
文化会館 
南流山センター 
東部公民館 

１日（木）、５日（月）、７日（水） 
８日（木） 
２日（金）、９日（金） 
１２日（月） 

１３時１５分～ 
　１４時１５分 
（接種開始は 
　１３時３０分～） 

10周年記念リコーダーコンサート（「小フーガト短調」
（バッハ）ほか）（アンサンブル・ヴィヴァーチェ主催、
市教委後援）＝4月3日�14時～、アミュゼ柏（柏市）。
入場無料□問鈴木�７１４８－６７８１
第1回流山市ターゲットバードゴルフ交流ふれあい大
会（流山市ターゲットバードゴルフ協会主催、市教委
後援）＝4月10日�9時～15時、柏の葉公園内運動広場
A面（柏市）。参加費1,000円□問吉規�７１５２－９０６７
パソコンで「自分史」作り（月2回実施）初級～中級

（NPО法人C＆Cクラブ主催）＝①4月13日�、初石公
民館（ノート型パソコン各自持参）②4月15日�さわや
かちば県民プラザ（柏市）。時間はいずれも9時30分～
11時30分。参加費各1,000円□問加藤�７１５９－２７８７

高病原性鳥インフルエンザ

「つくばエクスプレス沿線整備地域内の
用途地域などの説明会」の会場が変更に
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

緑
内
障
は
、
眼
圧
上
昇
な
ど

が
原
因
で
視
神
経
が
障
害
さ

れ
、
見
え
る
範
囲
が
狭
く
な
る

病
気
で
、中
高
年
の
人
に
多
く
、

常
に
成
人
の
失
明
原
因
の
上
位

二
〜
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
調
査
で
は
、
四
十
歳
以

上
の
十
七
人
に
一
人
が
こ
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
治
療

を
受
け
て
い
る
人
は
二
割
に
も

満
た
ず
、
残
り
の
人
は
自
分
が

緑
内
障
で
あ
る
こ
と
に
は
気
付

い
て
い
な
い
事
が
分
か
り
ま
し

た
。も

の
が
見
え
る
た
め
に
は
、

網
膜
で
光
の
信
号
を
電
気
の
信

号
に
変
え
、
こ
の
信
号
が
視
神

経
を
通
し
て
脳
ま
で
伝
わ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
緑
内
障
は
、

こ
の
視
神
経
が
眼
圧
や
血
行
不

全
な
ど
の
た
め
に
少
し
ず
つ
切

れ
て
い
く
病
気
で
す
。
視
神
経

が
切
れ
る
と
、
見
え
る
範
囲

（
視
野
）
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な

り
、
最
後
に
は
光
も
感
じ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

視
神
経
は
一
度
切
れ
る
と
元

に
戻
ら
な
い
の
で
、
緑
内
障
の

治
療
は
目
薬
や
飲
み
薬
、
手
術

に
よ
っ
て
眼
圧
を
下
げ
た
り
、

視
神
経
の
血
行
を
改
善
し
て
病

気
の
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
目

的
に
な
り
ま
す
。
緑
内
障
で
は

視
力
は
末
期
に
な
る
ま
で
保
た

れ
視
野
障
害
も
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る
の
で
自
覚
症
状
に
乏
し

く
、
発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
病

気
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

一
度
か
け
た
視
野
は
も
う
元
に

は
戻
せ
な
い
の
で
、
緑
内
障
の

対
策
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
す
。

緑
内
障
を
発
見
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
眼
底
検
査
と
眼
圧
検

査
を
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
検

査
で
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
視

野
検
査
を
行
い
、
こ
の
検
査
で

緑
内
障
特
有
の
視
野
変
化
が
確

認
で
き
れ
ば
緑
内
障
と
診
断
さ

れ
ま
す
。
眼
底
・
眼
圧
検
査
は

比
較
的
簡
単
な
検
査
で
す
の

で
、
緑
内
障
が
心
配
な
方
は
、

ぜ
ひ
眼
科
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
こ
で
一
つ
注
意
し
て

お
き
た
い
の
が
、
健
康
診
断
や

人
間
ド
ッ
ク
で
行
う
眼
底
検
査

で
は
緑
内
障
の
発
見
に
対
応
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
緑
内

障
が
見
落
と
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
検
査
の
前
に

確
認
が
必
要
で
す
。

（
文
／
佐
藤
直
樹
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新
選

組
！
」
の
放
映
が
始
ま
り
、
近

藤
勇
の
縁
の
地
で
あ
る
本
市
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
去
る
三

月
六
日
・
七
日
に
文
化
会
館
で

開
催
し
た
「
新
選
組
ま
つ
り
」

に
は
、
大
勢
の
市
民
や
新
選
組

フ
ァ
ン
が
集
い
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
方
、
「
近
藤
勇
陣
屋
跡
」

（
流
山
二
丁
目
）
は
、
以
前
か

ら
新
選
組
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
が
、
こ
と

し
に
入
り
そ
の
数
は
急
増
し
、

週
末
に
は
東
京
や
埼
玉
、
中
に

は
会
津
若
松
市
（
福
島
県
）
な

ど
、
遠
方
か
ら
も
大
勢
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
陣
屋
跡
の
並
び
に

あ
る
「
閻え

ん

魔ま

堂ど
う

」
で
は
、
地
元

の
老
人
会
「
こ
と
ぶ
き
会
（
鈴

木
辰
利
会
長
）」
の
有
志
の
皆

さ
ん
が
、
流
山
市
商
工
会
第
二

支
部
（
牧
野
皖
春
支
部
長
）
の

協
力
を
得
て
、毎
週
土
・
日
曜
、

祝
日
（
10
時
〜
15
時
30
分
）
に
、

お
茶
の
接
待
や
資
料
の
配
布
を

行
っ
て
お
り
、
来
訪
者
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
立
博
物
館
で
は
、「
新
選

組
流
山
に
入
る
」
と
題
し
た
コ

ー
ナ
ー
展
を
開
催
し
、
新
選
組

が
本
陣
を
敷
い
た
と
言
わ
れ
る

「
長
岡
屋
」
階
段
や
「
恩
田
家

文
書
」
な
ど
、
新
選
組
や
幕
末

の
流
山
に
関
す
る
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
で
は
、「
新
選

組
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
新

選
組
関
連
の
本
や
ビ
デ
オ
を
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
。

総
武
流
山
電
鉄
で
は
、
普
段

「
な
の
花
号
」
の
愛
称
で
走
る

車
両
に
、
近
藤
勇
や
土
方
歳
三

の
文
字
入
り
プ
レ
ー
ト
や
ス
テ

ッ
カ
ー
を
付
け
た
記
念
車
両

「
新し

ん

選せ
ん

組ぐ
み

號ご
う

」（
車
内
で
は
、
陣

屋
跡
な
ど
を
写
真
で
紹
介
）
を

四
月
五
日
ま
で
運
行
し
、
記
念

切
符
「
千
社
札
入
場
券
」
も
販

売
中
（
限
定
販
売
）
で
す
。

こ
の
週
末
に
、
陣
屋
跡
周
辺

を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

医療の現場から 

緑内障 
流山市医師会ホームページアドレス 
ｗｗｗ１．ｅｖｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ／ｍｅｄ．ｎａｇａｒｅｙａｍａ／ 
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キッコーマンキッコーマン 
流山工場流山工場 
キッコーマン 
流山工場 

メルシャンメルシャン 
流山工場流山工場 
メルシャン 
流山工場 

イトーヨーカドー 

商工会館商工会館 商工会館 

赤城福祉会館赤城福祉会館● 赤城福祉会館● 

流山駅流山駅 流山駅 

流山北小 

至野田 

至松戸 

市水道局市水道局 

加（一） 

平和台平和台（一） 

平和台平和台（二） 

流山流山（一） 

流山流山（二） 

流山流山（三） 

加（一） 

加（六） 

平和台（一） 

平和台（二） 

平和台平和台（三） 平和台（三） 

西平井 

流山（一） 

流山（二） 

流山（三） 

流山流山（五） 流山（五） 

流山（九） 

流山（六） 

流山（七） 

流山（八） 

流山流山（四） 流山（四） 

★ 

★ ★ 

★ 

★ 
平和台駅 

流山小 

県立流山南高 

流山流山 
市役所市役所 
流山 
市役所 

光明院 

丹後の渡し場跡丹後の渡し場跡 丹後の渡し場跡 長流寺長流寺 長流寺 

常与寺常与寺 常与寺 

浅間神社浅間神社 

流山寺 

総
武
流
山
電
鉄

総
武
流
山
電
鉄 

総
武
流
山
電
鉄 

江
戸
川

江
戸
川 

江
戸
川 

流
山
街
道 

● 

● 
● 

矢河原の渡し場跡 
やっから 

● 

● 

● 

たんごたんご たんご 

● 

市水道局 

浅間神社 

【流山駅から徒歩3分】 近藤勇陣屋跡 

【流山駅から徒歩４分】 

老人会｢ことぶき会｣ 
の皆さん 

▲
 

▲
 

　江戸時代の閻魔王坐像を祀 
　ってある閻魔堂（土・日曜、 
　祝日に公開日あり） 

▼｢新選組流山に入る｣ 
　コーナー展 

�記念車両｢新選組號｣ 

▲総武流山電鉄 
　｢流山駅｣ 

本
陣
を
敷
い
た
と
言 

わ
れ
る｢

長
岡
屋｣

階
段� ��

��

　貸し出しが急増している｢新選組�
　コーナー｣の本やビデオ 

▽時間＝9時～16時50分  
▽観覧料＝一般100円（小・中学生50円） 
▽休館日＝月曜（祝日の場合は翌日）ほか 
　�7150-5750

▽時間＝9時30分～17時 ▽休館日＝月曜、祝日、 
　毎月末日（土・日曜の場合を除く）ほか 
　�7159-3434

閻 魔 堂  

【流山駅から徒歩7分】 市立博物館 

【流山駅から徒歩7分】 中央図書館  

▽時間＝9時30分～17時（木・金曜は19時まで） 
▽休館日＝月曜、祝日、毎月末日（土・日曜の場合を除 
　く）ほか 
　�7159-4646

流 山 駅  

【平和台駅から徒歩9分】 

赤 城 神 社  

【平和台駅から徒歩7分】 一茶双樹記念館 

　当時、醸造家「長岡屋」があったこの場所に、
近藤勇は最後の陣を敷いたと言われている 

　俳人・小林一茶が第二の故郷として親しみ過ごした地
（秋元本家跡） 

　鳥居に下がる大しめ縄は、市
指定無形民俗文化財｢大しめ
縄行事｣（10月）でつくられたもの 


